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T. テ ーーマ宣 ;冒.5rhrTrL的治外 の -T･波

る経皮 的パル - ン拡大 術 の 試 み

坂野 悪日'j･Lll崎 【り】
永山 善久 ･小沼 良彦 膿 霊 雷 撃 警 撃 新 生児)

小Lt】 弘隆 ･樋熊 紀姉 (斯現車博満IL1僻竃器科)

Blalock-tauss摘 (BT)シャン ト完全閉塞となった生

後 1カ月の児に対 し,経度的パル-ソ拡大術を行なう機

会を得たので報告する.

(症例)右胸心,,両天血管石室起晩 肺動脈狭窄の日

齢 9日の男児.生下時体重 3260g.臼齢2相 ,低酪索

血症より徐脈を塁するようになったため同勘 緊急 BT

シャン トを施行.術後 も動脈血酸素分圧 津挽02)が改

善ないためシャソ ト閉塞を疑い心 力テを施行 し シャン

トの完全閉塞を確認 した.その後,経度的パル--ン拡大

衝を施行 した.吻合部狭窄の解除は得 られなかったが,

シャントは再疎通 LPaO望む改善 Lた.Lかし再度Pa02

が低下 し, シャントは閉塞 していた.

(考案)術後畢期に完全閉塞 となるほどの強い吻合部

狭窄では,狭窄自体の解除が得 られなければ拡大術の効

果は一時的であると思われた.術後畢掛 こ吻合部狭窄を

解除することの安全観 象険性については検討する余地

がある.

2)当院 における PTCAの成績

.･:;､ ∴ _･.:I ･-了 ∴ ･

経度的冠動脈形成術 (PTCA)の成績を,勘 急性心

筋梗塞 (AMl)に対する緊急 PTCAと♯2安定型 摘P)

および不安定型狭心症 (UAP)+梗塞後狭心症 (RMI)

+無痛性虚血性心疾患 (SIHD)に対する待期的初 回

PTCA,について報告する,

勘 61名 (Killip骨原W8名主 68病変 (左も幹部 3

病変)に対する患者および病変成功率はそれぞれ93%で

789

あ-､た.院内叱亡8名 LKillip分類TV6名).遠隔期死

亡1名, 遠隔別心臓手術3名 (AVR,MVlミ.M＼.:P+

払 SG)であった.

♯2129名 (AlL98,LIAP-12,1てMIlll.SIrlljp-那.

173病変 (RC八-/ll,(:_7-3Ll.L̂ Ⅰ)I-9(i,Gr;lr卜21に吋

ずる患者成功率は81%,病変成功率は85%であった.拡

張前狭窄産別成功率は,狭窄度≦99%で88% 日34/153),

looヮ.6 (13､20)でG5_OL,､てLJt-,ナ∴ 盛大合併症 LT千二して緊

急 CABG l名 H).鍋,).AMI2名 し1.6%),死亡 0

名であった.演,CCU 婆での急性冠閉塞3名 (2.3%)

に対 しては PTCAにて再拡張を得た.I:ollow･up(TAG

(3-5九月)における再狭窄率は24%であった,

3)当科におけ る PTCA の袈夏期成 績
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【llF'l/.)】87年4月よL)90年 lF巨)fjtHに当村で施行 し上

PTCA症例の3カ月後までの経過を総括 Lた.監結果】

初回待機的 PTCA13例の初期成績は,成功が10例 浮7

%),病変不通過,拡張不十分,急性心筋梗塞合併が各

1例であった.緊急 PTCA は,4例中 2例 (50%)が

成功,心筋梗塞 ショック例の 2例は救命 し得なかった▲

特赦的 FrCA成功例7例に3カ月後記動脈造影を行い,

3例 摘2%)に再狭窄を認めた.拡張後の平均残存狭窄

率は狭窄群 31.3%,非再狭窄群 25,6%であった,T1-

201SPECT の蒋分布像は,待機的 PTCA成功例全例

で陰性化 し,3カ月後では丙狭窄 3例中3例が陽性,罪

再狭窄 4例車4例が陰性であった. トレッドミルは再狭

窄群 3例中2例が陽性,非丙狭窄群 4例中 3例が陰性で

あった,【結語】当科の PTCAa)威蹄は従来の報告に

近い結果であった,蒋狭窄予防には,十分な拡張が必要

と思われた.蒋狭窄の検出には T卜201SPECT が有

用であった.

4)LMT病変に封する PTCAiT/-,,いて
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春谷 蚤孝･坂下 動 く同 胞部外科)

dicaも豆om であるが,条件がそろえば施行 して も良いこ

ととなっている.当館内において平成 1年10月13円まで
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に施行 した LMT 病変r/,いて(二r)成績L!::,適応.そハ

た.初期成功例は 1例のみであったが3丸用後殿 6;AG

にて再狭窄を起こし､(∴へ1号G I-t渡 施行 した.そJ)1例

机堤示する.lJtイtMこIinC(汀OnLu-1･･Angioplastyに~~'

し､て､L相律 ]てLL.lt､rt(tot-(VlllryGil-CLll;ltion が保持 さ

れている鮎の,あるいは 乱闘王例の最施行することと

し､i.u･11仲帖tI-)′1'CA 畑齢1juLても仝例 CAIうC すべ

きものと考えている.母線の方針として LMT 病変に

吋t.て L10rOTlこい-),iltll(.rL､L-tいmyt裾 :-トは rOrO‖Lru-1･rSIp‖1

i)考:i∴畑t',,那. nlr'nlilrl,こIthLl･t_､(1川lly では 1989年

l(川 19.2(1日し')(､ILll･し-I;1n(1(~'lini了 ■lIlt(で＼･(.nli川111lLTLu･(1-

iolog了 講演一 二十て工 ,6･-J‖J後LJl)再狭窄廿1!190で今

後検討を要すると思われる,

5)急性心筋梗塞に対す る初明治癖 沃L;rう変遷 と

急性期生命予後について

大塚 英明 ･桐的 俊哉

_･_ ∴ ' ･- . ∫矢沢 良光

1鮒.11f:･1Jli,Lり19ボ9年12JlIL-巨でt716iH粧こ当院に入

院 さ才止急 性心筋梗塞32二日明し年齢26-9L:1歳.平均ti5歳1

を対象とし,発症24時間以内の初期治療をこより3群に分

結 til･:対症榊狛U:-LGい 207例,t〕TClく群 LG2179

例.lyr(:､̂ 群 廿;こい ニi7例におし､て,急性期 しく:1＼い 死

しGl>C,こ.Jヽ (i.こいを認いた.I:ltJた[)TCR､P'1℃八.('AB(.i,

等の観血的治療を2挽的に必要とした症例は対症治療群

1)0倒 し9.700､1.l'T(11く群1糾明 は73.机上 l'T(_~'̂ 群 l

例 は?.TO(､~1て.阜i),T''r(llく群7:1JL意に高∴巨L:.:f=川 上

暗 且<G2,G2>G3)金年別死亡率では前半 3年間の平均

銅.確%に対し,PTCA 開始後の後半 3年間は凱9%と

有意をこ低下が認められた (P〈O.01).

結論 :① PTCR･門1CA をこよる啓疎通治療をこより,

急性期死亡率は有意をこ低下 した.② pTCA群では m､CR

群と比較 し,2次的間欠的治療の必要性が低下 した.

I-I ～ ..1 ､` ､一 ･ t)rh､､＼ .･ .

高 コ ♭ステ ロ-ル血症 用a-homozy琵鴎e3

-術後の雨造影所見を含めて-

館内 衛 曲東健三津雄 (立川綜禽病院か児科∋

松岡 東明 く 同 循環器内亭射

坂 卜 勲 ･宵往 事∵孝 ( 同 胸 部 外 科1

佐藤 tTl･紬 .-ム 英樹

中野 徳 ･神 I91.I;i.'_用 fH 水原郷 病院小児科)

松井 機略 標 農 賢立 中東病院)

置麟 義博 (新轍 立がんせンタ-)

症例は現在17歳〔丁)町′【Li_靖色晒し里二人T)1978年に断潟

大学小児科にÅ院 Lす上記殿診断を受けた.且981韓よ

i=rIl壌交換墳法を開始 しナ∴ 19鵬 fr'-TFll二川 より.胸

棉:tJLよこ用汗hZ~〕変動かJ針 圧i後.unslこIhl',こ111か 1こlハ

状態となり,徐々をこ薬物治療をこ抵抗するようをこなった.

9月1日に当料で心綴カテ-テル声心血管造影を施行

閣9日をこA-C bypaSSを施行 し,術後は自他覚症状は

轄ul-した.llH9f~1日梢牽j)十一一十,L､し:J''t､(二八 を･施行

したが PTCA では有意な拡張効果は得られなかった.

by欝aSSの開存性は良好であった.

7)A(｢バ イパ ス術後一 年 までハ追跡観察
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1987年 1月か～一､19(qt)隼Lqilヰてハ当院における A(､

べ†J1-く術例に-.,L､て.術後LTl̀′∴i､7卜開存率,症状改

善私 左室畢運動L,I)変化を追跡観察し上.【対象及び方

法】症例は.･17例.術後ril-期 し1-3-J]f目 しi:1午後(rH′L'

ラフト造影,運動免荷試験ウ産室造影 より検討 した.

--)-,T卜数は2.0本 人で:Lji,-､上 . 手 術 柁 L は1例 (2.1

%)にみられた.術後早期をこ評 価 し た グ ラ フ ト92本 (SVG

7(i､IMA i(うー1ハ･吊-.'f判寒はlこ1本 Ll,1.1001に./tit,汁

日)ool.Cx312(25.()Ooト~LLPILi;'ll-,た. 1丁日射二観察し

たグラフト亜泰の閉塞率は22.9%で RCA(机2(0%)き
1.̂Ⅰ)92･.Jlり丁.iI)()(立 t)㌔16(16.7.㌔1).(二T(16(､16.T

鰭)であった.狭心痛は87.5%の消失率でタ運動時間

も存意に延長 した..Jl二室遣鋸では.術後早期に容毅は減

少傾向にあった,駆出率に有意差はなかったが改善する

症例 もみられた.
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